
パーフェクトアクター

村田雄浩さん（俳優）
「桑田さんのライブ会場にいるような雰囲気の中に
 一緒に立たせてもらった幸福感と緊張感……。
  60フィートのレーンがとても美しく見えました（笑）」

スポーツボウリングは
自分の性に合っている

「ＫＵＷＡＴＡ　ＣＵＰ」での村田さん

《近日放送予定のＴＶ出演作》《近日放送予定のＴＶ出演作》

むらた・たけひろ／1960年3月18日、東京都生まれの埼玉県育ち。16歳の
時に「劇団ひまわり」に入団し、俳優としてのキャリアをスタート。以来個性的
なバイプレーヤーとして数多くの舞台、映画、ＴＶドラマに出演し、92年には
「ミンボーの女」（伊丹十三監督）「おこげ」（中島丈博監督）の演技によって、各映
画賞の助演男優賞を総ナメにした。凄腕のボウリング愛好家としても知られ、
2014年にはＪＰＢＡが「名誉プロ第1号」に認定した。180㎝、右投げ。ベス
トスコアは300（12年達成）。現在、ボウラーとして席を置く「Ｇボウラーズ」
（芸能人のボウリングサークル）でのキャッチフレーズはズバリ“パーフェクト
アクター”だ。

● 4月14日（日）21：00～「アガサ・クリスティ予告殺人」（テレビ朝日系）
● 5月7日（火）25：28～「都立水商～令和～」（TBS系連続）
● 5月8日（水）7：00～「世界一周魅惑の鉄道旅行」（ＢＳ－ＴＢＳ）
● 5月10日（金）20：00～「大富豪同心」（ＢＳプレミアム連続ドラマ

「ＫＵＷＡＴＡ　ＣＵＰ２０１
９」決勝大会に桑田佳祐氏の助っ
人パートナーとして登場し、女
子プロチームとのエキシビショ
ンマッチで観客を大いに沸かせ
たベテラン俳優の村田雄浩さん。
芸能界きってのボウリング愛好
家として知られ、ＪＰＢＡから名
誉プロ第1号に認定された凄腕
ボウラーだが、内に秘めた“ボウ
リング愛”もまた、桑田さんに負
けず劣らず熱く、そして揺るぎ
ない――。

――70年代のブームのころ、村
田さんはまだ小学生だったと思
いますが、初めてボウリングを
したのはそのころでしょうか。
村田　そうですね。小学校2年
か3年の低学年のときでした。
親父がボウリング好きで、よく
一緒に連れて行かれて投げてい
ました。当時はスコアが手書き
だったから、算数はボウリング
場で覚えました（笑）。
――本格的に投げ始めたのは？
村田　初めてマイボールを持っ
たのは20代の半ばです。中学、
高校時代は部活で柔道やラグ
ビーをやっていて、役者をやり
始めてからもずっと投げる機会
はなかったんですが、あるとき
仲間と飲んだ勢いで投げに行っ
たときに「やっぱりボウリングは
スポーツとしてキチンと取り組
んだほうが面白いんじゃない
か？」と思ったのがきっかけで
す。そのときの仲間で、ボウリ
ングにハマったのは私一人でし
たが（苦笑）。
――マイボールで投げるボウリ
ングは、やはり違いましたか？
村田　全然違いました。ボール
は曲がるし、コントロールがし
やすくてストライクもよく出る
ようになりましたから。気がつ
くと、役者仲間や事務所のマ
ネージャーさんのなかにもボウ
リング好きがいて、週1回チー

ムみたいに集まって一緒に練習
しようということになってから、
どんどん上達していった感じで
すね。
――なるほど。
村田　でも、センターや地区の
大会などに出て行くと、もっと
凄い人たちがアマチュアのなか
にもいるわけです。そういう人
たちのボウリングを見たり「本場
はアメリカらしいぞ」と、向こう
の選手のＤＶＤを買ってコマ送
りで観たりしながら（笑）、さら
に研究するようになりました。
ちゃんとしたコーチに付いたこ
とはないんですけどね。
――独学であれだけの腕前にな
るとは！　何でも好きで始めた
ことにはのめり込む性格では？
村田　というより、これだけ続
いているのは、ボウリングとい
うスポーツが自分の性に合って
いるんでしょうね。ゴルフや釣
りなどの趣味に比べたら、いろ
いろな意味でリーズナブルでも
あるし（笑）。
――普段はどこのセンターで投
げているのですか？
村田　世田谷のオークラボウル
です。以前は矢島（純一プロ・1
期）さんがいて、いろいろ教えて
いただきました。今もお付き合
いさせてもらっていますが、本
当に凄い方ですよね。ほんの一
言二言のアドバイスでも、聞け
ば必ず「目からウロコ」ですから
（笑）。
――どれくらいのペースで投げ
込んでいるのですか？
村田　9時5時で終わる仕事で
はないし、地方に行くことも多
いので、なかなか…。常にボー
ルを持って行動するわけにもい
きませんから（苦笑）。週に2～3
回、1日5～6Ｇ投げられれば御
の字といったところです。
――2012年には夢の300点も
達成されています。
村田　ええ。でもそれは練習中
のことで、大会の緊張感の中で
出したわけではないんです。一

投一投、レーンの変化を読んで
ラインを変えたり、ボールを替
えたりすることに集中していて、
スコアに意識がなかったのがよ
かったんでしょう。センターも
ガラガラだったし（笑）。それ以
前にも何度か達成のチャンスは
あって、初めて11連発がきたと
きは、リーグ戦でセンターが満
員。で、最後の一投前にみんな
が一斉にアプローチを下りたの
に気づいて、ガチガチになって
しまって…。結果はノーヘッド
の3本残しで297でした（苦笑）。

――「ＫＵＷＡＴＡ　ＣＵＰ」で
競演した桑田さんは、普段から
ボウリング仲間なのですか？
村田　いえ。年末にテレビ東京
の特番でご一緒するまで、直接
の面識はありませんでした。以
前にも共通の知人から「桑田さん
が一緒に投げたいといっている」
という話があって、光栄に思っ
ていたんですが、
お互いなかなか
時間の都合がつ
かなくて…。特
番の話がきたと
きは舞台に出演
していてまった
く投げていな
かったけど、こ
のチャンスを逃
すまいと、公演

が終わってから必死に練習しま
した。あの桑田佳祐とボウリン
グ番組で共演できるなんて、滅
多にあることじゃないですから
ね（笑）。
――そのときは対戦して、村田
さんが勝ったんですよね。
村田　ダブルスの2Ｇマッチで、
ペアを組んだ宮城鈴奈プロ（42
期）の活躍のお陰です。自分と桑
田さんのスコアは、1Ｇ目は自分
が勝って2Ｇ目は桑田さんの勝
ち。でもトータルでは自分が負
けているんですよ（苦笑）。で、
そのときに「今度は一緒に組もう
ぜ！」「それも面白い！」となって
「ＫＵＷＡＴＡ　ＣＵＰ」につな
がるわけです。
――姫路麗（33期）＆名和秋（35
期）の女子プロチームとのエキシ
ビションマッチは、観客を大い
に沸かせました。
村田　お二人ともいい意味でタ
レント性があるというか、公式
戦とは違ったカタチで会場を盛
り上げようとしていましたね。
どういう流れのゲームにしたら
観ているお客さんは面白いのか
を考えながら投げているように
感じました（笑）。
――特設レーンで投げたのは初
めてですか？
村田　テレビ局のスタジオとか
「Ｐ★ＬＥＡＧＵＥ」のＤＶＤ企
画で何回か投げた経験があるの
で、さほど違和感はなかったん
ですが、レーンの両サイドを
300人ずつびっしり埋めた観客
の大半は桑田さんのファンでし
たからね。まるで桑田さんのラ
イブ会場にいるような雰囲気で、
そのなかに一緒に立たせても
らっているという幸福感と緊張
感がたまらなかったですし、
ファウルラインからピンまでの

60フィートのレーンがとても美
しく見えました（笑）。
――「ＫＵＷＡＴＡ　ＣＵＰ」は、
いわゆる競技ボウラーではない
一般のボウリングファンにも門
戸を開放したり、決勝大会では
プロの優勝決定戦時にもテレビ
の実況ＭＣをオンのままにして
「観客ファースト」の演出を徹底
したりと、あらゆる面で画期的
な大会でした。
村田　ショーアップしてお客さ
んを楽しませるのはプロスポー
ツとして当然のことだから、実
況音をそのまま会場に流すのは
アリだと思いますね。本来、ボ
ウラーは静かな雰囲気のなかで
投球に集中したいものですが、
プロならああいう賑やかな雰囲
気のなかで投げることにも慣れ
ていく必要があるでしょう。
――プロ野球の選手なんて、
もっと騒々しい応援の中でプ
レーしていますしね。
村田　ひどい野次だって飛んで
くるし（笑）。でも、それもあっ
てのスポーツ文化だと思うし、
プロスポーツの楽しさなんだと
思いますね。
――決勝大会のお客さんは、選
手がアドレスに入ると自然と音
を立てるのをやめて、静かに投
球を見守っていました。
村田　そうしたマナーやルール
はあらかじめ周知もできるし、
例えばレーンコンディションの
変化とか、ボウリングという競
技の奥深さを伝えていけば、お
客さんはもっと楽しめると思い
ます。最初はよく分からないマ
ニアックな実況に聞こえても「あ
れはどういう意味だろう？」と興
味がわいたら、自分で調べてハ
マっていくのが人間ですから
（笑）。

お客さんを楽しませることは
プロスポーツとして当然
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